
 

 

 

 

 

紺碧の海原と切り立った断崖が続く三陸復興国立公園。その景

勝地のひとつで、北限の海女で知られる「小袖海岸」を校区に持

つ同校では、希少な自然環境を守るために 1992年から地域の清

掃活動に取り組む。登校時に通学路沿いにあるペットボトルなど

のポイ捨てごみを回収する「クリーンの日」、下校時に子ども会

ごとに散乱している空き缶など地域のごみを回収する「全校クリ

ーン活動」、そして、漂着ごみなどを回収する「浜クリーン活動」

の 3本柱で、25年を経た現在も実施している。        

全校児童が 28 名という小規模校の強みを生かして、異学年交

流を深めながら美化活動に励むが、2011年の東日本大震災、2016

年の台風 10 号と小袖地区は立て続けに甚大な被害を受けた。そ

の様子を目の当たりにして立ち上がったのが児童だ。自分たちが

住む地域住民の心を笑顔でいっぱいにしようと、花苗を育ててバ

ス停や道路沿いなどに植えて、一帯を花や緑で彩ることでごみの

発生を抑えるプロジェクトを開始。同時に、花育アドバイザーか

ら学んだ知識を、6年生が講師となって住民に寄せ植えプランタ

ー作りの講習会を開催。行列ができるほど評判を呼ぶなど、地域

のために尽くす児童の様子は住民の心を動かすようになった。 

美化教育と復興教育が連動し始め、地域資源にも着目するよう

になった児童は、地元の美しい風景を祖父母などに聞き取り、絵

葉書を作成。観光客などに配布しながら観光資源をPRしている。

住民の大向（おおむかい）たつ子さんは、「元気な子どもたちの

活動は、小袖地区の未来をとても明るくしてくれる」と感謝する。 

散乱ごみを視点に始めた美化活動だが、地域のよさに目を向け

たふるさと学習をベースに、教科や領域と関連付けたカリキュラ

ムに発展。小袖地区には、「小袖漁撈唄（ぎょろううた）」という

50 年もの間伝承されてきた伝統芸能がある。毎年保存会の人た

ちに教わりながら、しっかりと受け継いでいくという気概ととも

に、児童は着実に郷土愛を養っている。 

 

 

 

 

 

児童主体の多様な美化活動が住民の心を動かし地域活性化に貢献 

童 環境大臣賞  岩手県 久慈市立小袖小学校 

岩手県久慈市立小袖（こそで）小学校 

 

学校長：新屋 敏明（しんや としあき） 

児童数：28名(2017年 11月末現在) 

住所：岩手県久慈市宇部町第 23地割 128番地 3号 

電話：0194-54-2211 

アクセス：JR「久慈」駅からクルマで約 30分 

 

写真上：大海原を見晴らしながらごみの回収に

励む児童、上から 2番目：季節の花の寄せ植え

を住民に指導する様子、上から 3番目左：漂着

ごみを回収、右：地域の自慢を絵葉書で PR、

下：50年伝承されてきた小袖漁撈唄を披露 


